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1　は じめに

　気候変動 の 将来予測 にお い て 、
モ デル 問

の バ ラつ きは大きくて 、 そ の バ ラ つ きの 原

因が 主 に雲 の 予測が まだモ デル の 間に大き

い なバ ラ つ きがある と思われ てい る （Vail

et 　 al ．2013）。 本研究で は、全球雲解像非

静力モ デル NICAM を用い て、モ デル に組み

込 まれ る雲微物理 ス キーム の 違い に よ り、

温暖化時の 雲 の変化及び放射 フ ィ
ー

ドバ ッ

ク の 違い に 注 目して い る。

’
2 デー タ及び　 　手法

　 NICAMで は二 つ の 雲微物理ス キーム が組

み込 まれ て い る ：NSW6（Single−m 。ment

water 　6 ；NICAM−NSW6；Tomita　2008）と

NDW6（Double−moment 　water 　6 ；NICAM
−

NI）W6 ；Seiki　 and 　 Nakajima　in　 press ）。本

研究で は 、 それぞ れ の ス キーム を用い て

NICAMの 温暖化実験データ を使用 し解析 を

行 っ た。解析期間は NSW6 の 現在 と将来気

候を各
一

年 間 、 NDW6 の現在 と将来気候を

それぞれの 夏の 三 ヵ 月間 （JJA）の デ
ー

タ

を使用 した 。 解析手法 は主 に Zelinka　et

a1 ， （2012）に提唱 された radiative

kernelが用い られ、　 NSW6 と NDW6 の 二 つ の

雲微物理 に よ っ て NICAM に お ける温暖 化時

の雲変化及び雲 フ ィ
ー ドバ ッ ク にっ い て 定

性 的な評価を行 っ た 。

噬

　Radiative　kernelに よ る計算された

NICAM と CMIP3 の 全体及 び 各種の 雲放射 フ

ィ
ー ドバ ッ ク比較 が図 1 と図 2 に示 されて

い る 。 NICAM−NSW6 と CMIP3 の 比較 は図 1、
NICAM −NDW6 と CMIP3 の 比較は図 2 で 示 さ

れ てい る 。 NICAM にお ける雲全 体の 放射フ

ィ
ー

ドバ ッ クは CMIP3 との 大差は見 られ な

い が 、 各種の 雲によ る放射フ ィ
ー ドバ ッ ク

は CMIP3 の 結果 を比較する と上層雲 と低層

雲 そ して 薄い 雲 につ い て は、短波 ・長波 フ

ィ
ー ド バ ッ ク と もに 大きな応答 が表れ て

い るこ とが見 られ てい る 。
こ の よ うな変化

の 違 い を もた ら したの は両 ス キー ム にお け

る温 暖化 へ の 雲応答が違い で ある 。 発表で

は NICAM にお ける温暖化 へ の 雲応答及 び 雲

放射 フ ィ
ー ドバ ッ クの ISCCP 　 diagram ・緯

度分布 を示 し 、 CMIP3 の 結果 と比較 ・議論

を行 う。

謝辞 ．本研究に使われ る NICAM −NDV6 の データは 地球 シ ミュレ ータに よる計

算 された もの 、NICASf−NS隘 の デ
ー

タ は京 コ ン ピ ュータ によ って計 算 され た

もの （課題 1D：hp120279、　hp13001e ）．  IP3 の 計算結果 は Dr．闇，　 D．
Zelinka に提供 されたもの 。
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図 1 ：Cユoud 　 radiative 　 kernel に よ る各雲種 の cloud

radiative 　feedbackへ の 寄与。図 で示 され た の は CMIP3

の 気 候 平均 と NICAMLNSW6の JJA平均 で あ る。
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図 2 ：Cloud　 radiative 　 kernelに よる 各雲種の cleud

radiative 　feedback へ の 寄与。図で 示 され た の は CMIP3

の 気候 平均 と NICAM−NI）W6 の JJA平均で ある。
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